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はじめに 
人類が発見した最高の統治形態としての立憲民主主義 
世界を覆う立憲民主主義 
日本における立憲民主主義の危機 

 
憲法とは何か？ 
授権規範としての憲法 
 何を授けるのか？ 
制限規範としての憲法 
 何が制限されるのか？ 
最高法規としての憲法 
 最高法規の形式的意味と実質的意味 

 
国民主権 
選挙制度 
 「法律でこれを定める」？ 
選挙権の意義 
「選挙権は、国民の国政への参加の機会を保障する基本的権利として、議会制民主主義

の根幹をなすもの」、「選挙権の平等は、単に選挙人資格に対する制限の撤廃による選挙権

の拡大を要求するにとどまらず、更に進んで、選挙権の内容の平等、換言すれば、各選挙

人の投票の価値、すなわち各投票が選挙の結果に及ぼす影響力においても平等であること

を要求せざるをえないものである」（最高裁 1976年 4月 14日判決） 
問題点：小選挙区制、在宅投票制、低投票率など 

 
立憲主義 
なぜ立憲主義か？ 
 ナチズムの体験の教訓としての立憲主義 
憲法のテクストを尊重することの意味と意義 
 禁止されていないことは許されるのか？ 
憲法の解釈・運用の実際 
  例）平和主義、政教分離 
   
むすび 
 憲法の実現こそ先決 


